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え

居

フ

イ

さ
ん
。

「
飯
塚
事
件

一
つ
で
、
死
刑
　
は
せ
ず
、
ビ
ラ
は
黙

っ
て
配
る
。
の

る
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
付
着
…
生
息
域
拡
大

紅
葉
狩
り
や
キ
ノ

コ
狩
り
が
人
気
の
秋
。
だ
が
、
登
山
や
キ

ャ
ン
プ

の
大
敵
ヤ

マ
ビ
ル
の
生
息
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
注
意
が
必
要
だ
。
知

ら
な
い
う
ち
に
ま
と
わ
り

つ
き
血
を
吸
わ
れ
て
し
ま
う
厄
介
者
で
、
存

在
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
近
年
に
な

っ
て
被
害
が
増
え
た
の

か
。
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

（
西
田
直
晃
）

「
こ
こ
十
数
年
で
、
じ
わ
り
じ
わ

り
と
増
え
て
き
た
印
象
。
被
害
の
声

も
寄
せ
ら
れ
、
安
全
面
で
何
か
し
ら

の
対
策
が
必
要
に
な

っ
た
」

栃
木
県
森
林
整
備
課
の
担
当
者
は

こ
う
話
す
。
四
月
、
農
林
業
従
事
者

や
登
山
者
に
向
け
た

「
ヤ
マ
ビ
ル
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
行
。
生
息
調

査
を
始
め
た
二
〇
〇
八
年
に
確
認
さ

れ
た
の
は
日
光
市
、
佐
野
市
な
ど
県

北
西
部
の
四
市
町
だ

っ
た
が
、
二
〇

年
の
調
査
で
は
周
辺
の
足
利
市
、
那

須
塩
原
市
な
ど
を
含
む
八
市
町
に
拡

大
し
た
と
し
て
警
戒
を
促
し
た
。

神
奈
川
県
が
〇
九
年
に
公
開
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
、
丹
沢
山
地
の
広

範
囲
に
生
息
し
、
年
を
追
う
ご
と
に

分
布
は
広
が

っ
て
い
る
様
子
が
分
か

る
。
群
馬
県
で
は
〇
九
年
か
ら

一
六

年
ま
で
に
生
息
面
積
が

一
・
三
倍
に

な

っ
た
。

ど
ん
な
生
き
物
か
。
釣
り
餌
で
知

ゴ
ム
の
よ
う
に
伸
縮
自
在
な
体
を
持

つ
０
東
北
か
ら
沖
縄
ま
で
の
山
林
に

幅
広
く
生
息
し
、
約

二
肝
の
範
囲
に

動
物
や
人
が
近
づ
く
と
、
体
温
や
呼

気
、
臭

気
、

わ

ず

か

な
振

動

を
感

知
。
体
の
端
部
に

一
つ
ず

つ
あ
る
吸

盤
を
使
い
、　
一
分
間

に

一
肝
の
速
度

で
尺
取
り
虫
の
よ
う

に
接
近
し
て
く

る
。

動
物

の
血
液
が
栄
養
源
で
、
吸
血

す
る
と
、　
一
カ
月
後

に
落
ち
葉
や
石

の
隙
間
に
卵
を
産
み
付
け
る
。
四
～

十

一
月
に
主
に
活
動
し
、
気
温

二
〇

度
以
上
、
湿
度
７０
％
程
度

の
気
候
で

地
表

に
多
く
現
れ
る
。
靴

で
踏
ん
で

も
死
な
な
い
と
い
う
。

も
と
も
と
山
奥
に
原
生
し
て
い
た

が

、

ニ
ホ

ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
吸

血
す
る
際
に
付
着
し
、
彼
ら
に
依
存

す
る
形
で
生
息
域
を
拡
大
さ

せ
て
き

た

。
危
険
生
物
の
実
態

に
詳
し
い
自

然
教
育
指
導
者
の
西
海
太
介
氏
ｅ
じ

は

「
致
死
や
感
染
の
危
険
性
は
な
い

が
、
ヒ
ル
ジ

ン
と
い
う
物
質

の
影
響

で
血
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。
靴
下
が

赤
く
染
ま
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
初
め

て
遭
遇
し
た
人
は
か
な
り
驚
く
だ
ろ

う
」
と
語
る
。
各
自
治
体
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
忌
避
剤

の
利
用
や

遭
遇
時

の
注
意
点
、
治
療
法
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

ヤ

マ
ビ
ル
を
研
究
す
る
環
境
文
化

創
造
研
究
所

（
千
葉
県
習
志
野
市
）

に
よ
れ
ば
、
生
息
域
拡
大

の
最
大
要

因
は
、
長
期
に
わ
た
る
日
本
林
業

の

低
迷
だ

。

え
るゴカイ類やヽ
ヽヽヽヽ
ズヽ類と同
林
業
低
迷
・森
林
荒
廃
「人
間
の
活
動
が
生
態
系
に
影
響
」

じ
環
形
動
物
で
、
体
長

一
～
五
考
。

環境文化創造研究所が運営するホー
ムベージ |ヤマ ビル研究会Jの一部

林
野
庁

の
統
計

に
よ
る
と
、　
一
九

六

四
年

に
本

材

の
輸

入

が

全

面

的

に
自
由
化
さ
れ
る
と
、
九
割
近
か

っ

た
日
本

の
本
材
自
給
率
は
大
幅
に
低

下
し
、

二
〇
〇
〇
年
代
に

一
時
は

二

割
を
下
回

っ
た
。
さ
ら
に
、
国
内

の

森
林
面
積
は
過
去

五
十
年
間

で
は
ぼ

変

わ

ら

な

い
が
、

本

の
量

を

示
す

「
森
林
蓄
積
」
は
約

二

・
七
倍

に
膨

ら
ん
だ
。
伐
採
す

べ
き
本
が
放
置
さ

れ
、

各

地

で
森

林

の
荒

廃

を

招

い

た
。同

研
究
所

の
谷
重
和
主
席
研
究
員

は

「
日
本
の
山
林

の
ほ
と
ん
ど
は
、

日
光
が
当
た
ら
ず

に
真
昼
で
も
暗
く

じ
め
じ
め
し
て
い
る
。
下
草
を
は
じ

め
、
花
や
実
が
育
た
な
い
。

エ
サ
が

な
い

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
里

山
や
人
家
周
辺
に
下
り
て
く
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
ら
に
付
着
す
る
ヤ

マ

ビ
ル
の
生
息
域
も
同
じ
よ
う
に
広
が

っ
て
き
た
」
と
解
説
す
る
。

温
暖
化
に
よ
る
降
雪
量
の
減
少
や

山
間
地
の
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
猟

師
の
不
在
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
と

い
う
。
谷
氏
は
こ
う
指
摘
す
る
。

「
森
林
の
荒
廃
に
手
を
打

つ
と
い

っ
て
も
、
音
の
よ
う
に
戻
す
の
は
非

常
に
難
し
い
。
人
間
の
社
会

。
経
済

活
動
が
自
然
生
態
系
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
た
結
果
だ
」

国に
=酒『

Ⅸ]■隠翻■□■■コ巧
「

"面

醜潤口■EF                          椰

被‐1害‐増

|ヤ マ

ポケンの
繁 .Irit,Ⅲ鬱

シャツの綸き |
ズボンσOに 入れる

。う● し

辟
撻
'ゆ苺対に す

=
ズ■ンφ籍′
4下 0中 =入れる

鰹


